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作成日 令和　5  年 11 月 21日

【事業所概要（事業所記入）】

※  事業所の基本情報は，介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

【評価機関概要（評価機関記入）】

【事業所が特に力を入れている点，アピールしたい点（事業所記入）】

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

法人名

事業所名

所在地

3470103957

広島県広島市安芸区船越南二丁目２０－１６

（電話）０８２－８２１－２２６１

グループホーム　もえぎ

事業所番号

その人その人の、今までの物語（生活歴）を大切にし、各入居者の心に寄り添うケアになるよう
に努めている。個々人それぞれにケア内容は違い、一人ひとりが持つ力を最大限に活かし、笑顔
が絶えないケアをスタッフ一丸で取り組んでいる。理念である「笑顔と温もりの中でそして家族
として…」を大切に考え、もえぎが入居者の「家」に近づけるように日々努めている。買い物
等、外に出て行くようにし、家族や知人、ボランティアの方々の訪問を積極的に受け入れ、閉鎖
的にならないように努めている。また、家族会との合同行事を年に5回行い、ご家族との信頼関
係を築いている。職場体験や専門学校、介護職員初任者研修の実習施設として、地域に開かれた
ホームになるように努めている。しかし、今年度も新型コロナウイルス感染防止の為、外出は数
回、家族との合同行事は出来ていない。

運営に関する意見や消防避難の協力体制など、ホーム隣のマンション「シャルマンコーポ町内
会」「北鴻治町内会」や近隣の商店とも協力し合い地域に開かれた運営を行っている。

医療面では、協力医療機関による24時間のサポート体制を整備しており、看護師の管理者が、
急変時、緊急時の迅速な対応と共に、重度化、終末期の状況変化に応じた医療連携体制を整えて
おり、健康管理、服薬管理、医療面に対する相談や対応等も行っている。

食事作りは、食材調達から調理まで一貫してホームで行い冷蔵庫の在庫を見ながら、メニュー
を考え、家庭的な調理の音や匂いに五感を刺激され一緒に食事を楽しむ時間を大切にしている。

１ 自己評価及び外部評価結果

評価機関名

所在地

訪問調査日

一般社団法人広島県シルバーサービス振興会

広島市南区皆実町一丁目6-29

令和5年11月7日

有限会社　もえぎ

基本情報リンク先ＵＲＬ
https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/34/index.php?action_kouhyou_detail_022_

kani=true&JigyosyoCd=3470103957-00&ServiceCd=320&Type=search

自己評価作成日 令和5年10月9日 評価結果市町受理日
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項　　目（　　ふたばユニット　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた
事業所理念をつくり，管理者と職員
は，その理念を共有して実践につなげ
ている。

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし
続けられるよう，事業所自体が地域の
一員として日常的に交流している。

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は，実践を通じて積み上げてい
る認知症の人の理解や支援の方法を，
地域の人々に向けて活かしている。

○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では，利用者やサービス
の実際，評価への取組み状況等につい
て報告や話し合いを行い，そこでの意
見をサービス向上に活かしている。

○市町との連携

市町担当者と日頃から連絡を密に取
り，事業所の実績やケアサービスの取
組みを積極的に伝えながら，協力関係
を築くように取組んでいる。

入居者の困りごとを相談に行くなど協力
関係を築いている。

　利用者の福祉サービス利用援助事業
（かけはし）の申請や生活保護の相談な
どに繋げた事例があり、区役所福祉事務
所と協働し、公的援助を要する利用者の
支援を行っている。

新型コロナウイルス禍で、お祭りやイベ
ントが中止になり地域の方々との交流が
出来なくなった。近所のスーパーへの買
い物も感染防止の為、出掛けていない。

「シャルマンコーポ町内会」「北鴻治町
内会」や近隣の自治会、商店等と共に、
地域の一員として協力し合う体制が作ら
れている。秋祭りでは神輿担ぎへ職員も
積極的に参加し交流している。ホーム長
は、コロナ禍前は当たり前であった「普
通」を取り戻す事に力を入れている。

女性会の会長やスーパの店長・お寺の住
職など地域の方を増やし、ニケ月に一
回、状況報告を行い、助言を頂きサービ
スの向上に努めている。出席しない職員
は議事録を読み内容を把握している。

　併設の小規模多機能型居宅介護事業所
と合同で2か月に1回開催し、「もえぎだ
より」の報告や利用者状況やヒヤリハッ
ト・事故報告を行っている。運営推進会
議の中で、「安全対策委員会」で実施し
た研修報告を行い、助言や意見をもらっ
ている。

認知症高齢者１００万人キャラバンのア
ドバイザーとして地域の方に講演し、地
域の方に認知症のことを理解してもらう
努力をしている。また、認知症や車椅子
などを理解してもらうために小学校で話
をしている。

外部評価

Ⅰ  理念に基づく運営

 理念を大切なものとして、職員一人ひ
とりが確認を重ねている。事業所の理念
「笑顔と温もりの中で、そして家族とし
て・・」をケアの基本に据えて、日頃の
ケアを振り返り、利用者が楽しく安心し
て過ごせるように支援している。

毎月１回の職員全体会議で、基本理念に
基づいた研修や話し合いを行い、基本理
念について職員が常に振り返る様にして
いる。茶話会で対応が難しい時は、理念
を基本にして、職員間で話し合い、毎
日、笑顔で入居者に接するように努めて
いる。名刺大の三つ折り携帯カードに理
念を書いて全職員に配りいつでも確認で
きるようにしている。

自己
評価

外部
評価
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項　　目（　　ふたばユニット　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密
着型サービス指定基準及び指定地域密
着型介護予防サービス指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を
正しく理解しており，玄関の施錠を含
めて身体拘束をしないケアに取り組ん
でいる。

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は，高齢者虐待防止法等
について学ぶ機会を持ち，利用者の自
宅や事業所内での虐待が見過ごされる
ことがないよう注意を払い，防止に努
めている。

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は，日常生活自立支援事
業や成年後見制度について学ぶ機会を
持ち，個々の必要性を関係者と話し合
い，それらを活用できるよう支援して
いる。

○契約に関する説明と納得

契約の締結，解約又は改定等の際は，
利用者や家族等の不安や疑問点を尋
ね，十分な説明を行い理解・納得を
図っている。

○運営に関する利用者，家族等意見の反
映

利用者や家族等が意見，要望を管理者
や職員並びに外部者へ表せる機会を設
け，それらを運営に反映させている。

面接時、家族の不安や、疑問を聞き、契
約時には、契約内容の説明をしっかり
行っており、納得頂いてから、契約をし
てもらっている。

重要事項にも載せているが、苦情処理の
体制ができている。コロナ禍で家族会の
集まりが出来なくなったため、アンケー
トを実施し、ご家族の意見や要望をまと
め運営に反映をさせている。

　コロナ禍前は、家族主体の家族会があ
り、多くの家族が参加し交流会などの場
で家族同士で意見交換を行い、適宜事業
所に対し意見が出て、事業所の運営に反
映がされていた。

全体会議で、研修を行い職員の意識統一
をしている。また、外部研修にも参加
し、日々拘束は行わないことを職員全員
が、意識してケアに取り組んでいる。少
しでも疑問に思った事は全職員で話し合
いをしている。入居者の動きを職員が言
葉や強制的な態度で止めることがないよ
うに努めている。

　全体会議やユニット会議などの場を利用
し、身体拘束廃止について、「安全対策委
員会」で学ぶ機会を設けている。
　管理者は、家庭環境等に配慮したシフト
調整や休日の管理等、働きやすい職場環境
づくりに努め、職員のストレスや疲労がケ
アに影響しないよう取り組んでいる。

職員は、事業所内で虐待が見過ごされる
事がないよう注意を払い防止に努めてい
る。また、虐待の研修に行き全体会議
で、全職員に伝えると共にユニット会議
でも虐待について研修を行っているが、
入居者の身体に傷や青あざを見つけた時
はインシデントに記入し直ぐ上司に報告
をしている。

管理者が勉強会に参加し成年後見制度に
ついて学び活用できるよう努めている。
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項　　目（　　ふたばユニット　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は，運営に関する職員
の意見や提案を聞く機会を設け，反映
させている。

○就業環境の整備

代表者は，管理者や職員個々の努力や
実績，勤務状況を把握し，給与水準，
労働時間，やりがいなど，各自が向上
心を持って働けるよう職場環境・条件
の整備に努めている。

○職員を育てる取組み

代表者は，管理者や職員一人ひとりの
ケアの実際と力量を把握し，法人内外
の研修を受ける機会の確保や，働きな
がらトレーニングしていくことを進め
ている。

○同業者との交流を通じた向上

代表者は，管理者や職員が同業者と交
流する機会をつくり，ネットワークづ
くりや勉強会，相互訪問等の活動を通
じて，サービスの質を向上させていく
取組みをしている。

○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で，本
人が困っていること，不安なこと，要
望等に耳を傾けながら，本人の安心を
確保するための関係づくりに努めてい
る。

　ホーム長、管理者による個人面談を、
年3回実施し一人ひとりの意見、要望の
把握に努めている。職員は常に話し合い
風通しが良く意見が言いやすい職場環境
に努めている。タブレットの導入で、記
録をデジタル化し検温や排泄、食事や入
浴の状況等を入力して直接介護現場で反
映している。

向上心を持てる様に、ユニットの年間目
標及び、個人の目標を作成している。研
修においては会社が１万円までの補助を
行い学ぶ機会を増やしている。平成29年
度からコミニュケーションチームが中心
となり他事業所との交流を図りやりがい
を持って働けるように努めている。

会社が1万円の補助を出して職員が行き
たい研修に参加出来るようにしている。
外部からの講師を招いて「面接技法」
「オムツの当て方」の研修を行った。コ
ロナ禍のためオンラインでの研修も増え
ている。

平成24年度から人事考課を取り入れて代
表者や管理者は、年に３回個別に面談を
行って意見や提案を聴いている。平成29
年度から職員全員にアンケートを行い、
様々な意見を吸い上げている。また、コ
ミニュケーションチーム・安全対策・人
材育成チームで活動を行い、職員の意見
が反映される様に取り組んでいる。

オンラインによる、船越地域の薬剤師や
民生委員等との交流会に参加して、テー
マに沿って意見交換会を行っている。ま
た、他事業所の職員と相互交流会を11月
に実施予定。

Ⅱ  安心と信頼に向けた関係づくりと支援

利用前には、事前訪問もしくは、事前に
ホームに来ていただき、説明や本人の望
むこと、不安などを、お話ししながら、
受けとめる努力をしている。お聞きした
内容について、入居前に職員全員で話し
合いを行い希望を取り入れたり不安がな
いように努めている。

12

14

15

13

11 7

4 一般社団法人広島県シルバーサービス振興会



項　　目（　　ふたばユニット　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で，家
族等が困っていること，不安なこと，
要望等に耳を傾けながら，関係づくり
に努めている。

○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で，本
人と家族等が「その時」まず必要とし
ている支援を見極め，他のサービス利
用も含めた対応に努めている。

○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は，本人を介護される一方の立場
に置かず，暮らしを共にする者同士の
関係を築いている。

○本人を共に支えあう家族との関係

職員は，家族を支援される一方の立場
に置かず，本人と家族の絆を大切にし
ながら，共に本人を支えていく関係を
築いている。

○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染み
の人や場所との関係が途切れないよ
う，支援に努めている。

今年度も新型コロナウイルス感染拡大防
止の為、短時間での面会ではあるが、出
来る限り家族とのつながりを持っても
らっている。毎月の家族あての手紙で普
段の入居者の様子を伝えている。

新型コロナウイルス感染拡大防止の為面
会が制限されて友人や知人との面会は出
来なくなった。

　手紙や電話の支援など、本人の特性を
見極めて支援している。馴染みの美容
院、歯医者の継続や家族と外食、外泊す
る方もいる。家事の得意な方は配膳や洗
濯物畳みを自らの役割になっている。ま
た、リビングにある仏壇に毎日手を合わ
せ、仏壇が利用者の心の拠り所となり不
安解消にも繋がっている。

18

19

20 8

16

17

入居前には、事前訪問、またはホームに
来ていただき、説明や家族の望むこと、
不安な事などを聞きながら、受け止める
努力をしている。相手の立場に立ち、話
を良く聞き受け止め関係を築くことに努
め、家族の体験や思いを理解しその家族
自身を支える努力をしている。

入居者に調理の下ごしらえ、盛り付けな
どを手伝ってもらっている。食器拭き洗
濯物たたみ、新聞折など入居者の方々が
無理なく今できることを、スタッフが声
をかけ一緒に行っている。

事業所として出来る限りの対応に努め必
要に応じて、他のサービス利用の調整を
行っている。
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項　　目（　　ふたばユニット　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し，一人ひと
りが孤立せずに利用者同士が関わり合
い，支え合えるような支援に努めてい
る。

○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても，
これまでの関係性を大切にしながら，
必要に応じて本人・家族の経過をフォ
ローし，相談や支援に努めている。

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望，
意向の把握に努めている。困難な場合
は，本人本位に検討している。

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし
方，生活環境，これまでのサービス利
用の経過等の把握に努めている。

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方，心身状
態，有する力等の現状の把握に努めて
いる。

入居前の面接時に本人の生活歴や生活環
境、これまでのサービス利用の経過など
の把握を行っている。また、入浴の際、
リラックスされた時にふと、昔の思い出
や子供のころの話をされる事があるの
で、ケースに書き留めている。

日常生活を通して、その人らしい暮らし
が出来るよう、努めている。また、お手
伝いをして頂くことで、今出来ることを
発見したり、思いがけない力を発揮され
る場面もあるので、できるだけ参加して
頂けるように、声掛けをしている。寝不
足や体調不良の方がおられたら、早目に
休んで頂くよう心がけている。

契約終了後も相談があればいつでも応
じ、今までの関係を断ち切らないように
している。年賀状などでつながりを継続
している。

Ⅲ  その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

22

入居者の希望、意向を大切にし把握が困
難な場合は本人の視点に立って思いを汲
み取るように努めている。普段の生活の
中でご本人が話された内容（食べの好み
や趣味、ペッド、好きな歌など）をケー
スに記録してスタッフ間で情報共有を
行っている。

　利用開始後の新しい情報は、申し送り
ノートやカンファレンスで共有し、本人
の希望、意向を尊重した支援に努めてい
る。意思疎通が困難な利用者には、提
示、提供した時の表情、反応等から推察
し把握に努めている。

入居者同士、話ができ関わりを持てるよ
うに、職員が中に入り支援をしている。
また、新しく入居された方がみんなの中
に溶け込めるように、職員がレクリエー
ションや体操の時間に良く声をかけてい
る。座席の配置も相性を考えトラブルに
ならない様に気をつけている。

23 9

24

25

21
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項　　目（　　ふたばユニット　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケ
アのあり方について，本人，家族，必
要な関係者と話し合い，それぞれの意
見やアイデアを反映し，現状に即した
介護計画を作成している。

○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果，気づ
きや工夫を個別記録に記入し，職員間
で情報を共有しながら実践や介護計画
の見直しに活かしている。

○一人ひとりを支えるための事業所の多機
能化

本人や家族の状況，その時々に生まれ
るニーズに対応して，既存のサービス
に捉われない，柔軟な支援やサービス
の多機能化に取り組んでいる。

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域
資源を把握し，本人が心身の力を発揮
しながら安全で豊かな暮らしを楽しむ
ことができるよう支援している。

○かかりつけ医の受診支援

受診は，本人及び家族等の希望を大切
にし，納得が得られたかかりつけ医と
事業所の関係を築きながら，適切な医
療を受けられるように支援している。

週に1回、協力医の定期的な往診があ
り、本人、家族の希望があれば馴染みの
医師による継続的な医療を受けて頂いて
いる。本人の訴えや日々の変化など情報
提供している。入居者の急変時には、夜
間であっても迅速に医師が対応をして下
さる。

　訪問診療以外の通院は管理者が、口頭
での状況説明や、かかりつけ医からの診
療情報提供書で情報提供を行っている。
週1回の訪問診療で、健康管理や必要時
の処置等を行い、かかりつけ医と医療連
携を図っている。訪問診療、通院の記録
は、申し送りノートに、往診、通院と記
録し職員間で共有している。

7月からタブレットを使って個別に入居
者の状態を日々記録している。また、職
員は業務前に記録を読み、業務の申し送
りを行い情報の共有に努め、業務に活か
すよう心掛けている。

本人や家族の要望に向かい合い、その
時々に必要な支援を出来る限り柔軟に対
応するよう取り組んでいる。入居者から
何かしらの要望があった時はきちんと話
を聞き管理者へ報告、必要ならばご家族
へ連絡をとって本人が安心されるように
素早く対応をしている。

月１回の音楽会や法話は新型コロナウイ
ルス感染拡大防止の為中止となってい
る。全国の介護施設に向けての無料ライ
ブ配信に申し込み「歌レク」「座ってで
きる体操」などを活用していつもと違う
刺激を受けている。

本人・家族から情報収集を行い、本人、
家族の求めているものが提供できるよう
アセスメントをし、介護計画を作成して
いる。またユニット職員での話し合いを
定期的に行い、各入居者のケアのあり
方、意見、アイディア等を反映させて介
護計画を作成している。

　必要時には随時、定期的に3か月毎に、
各ユニットで、職員の意見を集約し介護支
援専門員が介護計画の見直しを行ってい
る。心身の変化については「申し送りノー
ト」や「カンファレンス記録」に随時記録
し、介護計画見直しの際は、評価を行い、
現状に即した計画を作成している。家族の
思いを傾聴し計画に反映している。

27

30 11

28

29

26 10
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項　　目（　　ふたばユニット　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

○看護職員との協働

介護職員は，日常の関わりの中でとら
えた情報や気づきを，職場内の看護職
員や訪問看護師等に伝えて相談し，
個々の利用者が適切な受診や看護を受
けられるように支援している。

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際，安心して治療で
きるように，また，できるだけ早期に
退院できるように，病院関係者との情
報交換や相談に努めている。又は，そ
うした場合に備えて病院関係者との関
係づくりを行っている。

○重度化や終末期に向けた方針の共有と
支援

重度化した場合や終末期のあり方につ
いて，早い段階から本人・家族等と話
し合いを行い，事業所でできることを
十分に説明しながら方針を共有し，地
域の関係者と共にチームで支援に取り
組んでいる。

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて，
全ての職員は応急手当や初期対応の訓
練を定期的に行い，実践力を身に付け
ている。

○災害対策

火災や地震，水害等の災害時に，昼夜
を問わず利用者が避難できる方法を全
職員が身につけるとともに，地域との
協力体制を築いている。

年２回防火訓練を行っている。その時同
ビルの他事業所の方も参加して頂き、避
難誘導の協力を得ている。防火訓練時、
運営推進会議のメンバーの方にも参加し
て頂き、意見や災害時の協力体制につい
て話している。風水害を想定しての避難
訓練は、各ユニットごとに卓上でシミュ
レーションを行っている。

　消防署の立ち合いのもと、併設の事業
所と合同で年2回の避難訓練を実施し垂
直避難等避難方法や避難経路に関する助
言を得て、災害時の安全な避難方法を共
有している。運営推進会議の参加者の地
域の民生委員、自治会に声をかけ災害時
に協力が得られるよう協定を結んでい
る。

35 13

契約時、重度化した場合の指針を説明し
ている。重度化した場合、早い段階で本
人、家族の意向を確認しケア関係者、か
かりつけ医を交え対応方針を話し合い共
有化を図っている。フロア会議でスタッ
フも対応方針を考え日々不安に思ってい
ることや疑問点などを話し合っている。

　契約時に「入居者が重度化した場合及
び看取りに関する指針」に沿って、重度
化・終末期に向けた事業所の方針を説明
し同意を得ている。重度化を迎えた段階
で、家族に面会を依頼し、主治医・家
族・事業所側で話し合いの場を設け、支
援方針の検討、意向の再確認を行ってい
る。

緊急時の対応マニュアルがあり、いつで
も職員が目を通せるようにしている。入
社時にバイタルチエックやAEDの使い方
について指導を行っている。

法人内で看護職員を確保し健康管理や医
療的な支援を行っている。入居者に変化
や異常がみられたらすぐに看護師に伝え
て、指示を受けて対応をしている。

入院時は、家族の了解を得た上で本人に
関する情報提供を行っている。入院中も
面会に行く等し関わりを継続し、病院関
係者とも連絡を取り、短期間での退院に
繋がるように努めている。

33 12

31

34

32
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項　　目（　　ふたばユニット　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの
確保

一人ひとりの人格を尊重し，誇りやプ
ライバシーを損ねない言葉かけや対応
をしている。

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表
したり，自己決定できるように働きか
けている。

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するので
はなく，一人ひとりのペースを大切に
し，その日をどのように過ごしたい
か，希望にそって支援している。

○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれが
できるように支援している。

○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう，一人
ひとりの好みや力を活かしながら，利
用者と職員が一緒に準備や食事，片付
けをしている。

朝、服を着替える時は、出来るだけ本人
にお聞きして、服を選んでいる。近所の
理・美容院へ出かけて、個々の希望に合
わせた散髪等行っている。朝の整容の時
に髪のセットに気をつけている。外出行
事やホーム内での行事がある時は帽子や
スカーフをアレンジして華やかな装いに
なるようにしている。

ホットプレートを活用して、入居者と職
員が一緒に調理を行っている。また、入
居者の食べたいメニューを取り入れてい
る。食事前のテーブル拭きや食後には食
器拭きを行って頂いている。

　担当者の献立表をもとに、各ユニット
で手作り調理した食事を提供している。
利用者の好みや希望に応じて、献立をア
レンジすることもある。旬の野菜や果
物、行事食も取り入れている。利用者
個々の嚥下状態等に応じて、各ユニット
で食事形態に対応している。

入居者ひとり一人が、笑顔になるような
言葉かけを心がけている。拒否的な言葉
は使わないように気を付けている。出来
る限り本人の思いを受け止めるようにし
ている。対応が難しい時は時間をおいた
り介助者交代をすることで本人の気持ち
の切り替えや安心感につながりようにし
ている。

　「安全対策委員会」で良いケア・悪い
ケアについて検討し、議事録回覧により
周知を図っている。日々の声かけや対応
の中で気になる場面があれば管理者や主
任が注意喚起し、職員同士でも互いに伝
え合える関係づくりに努めている。

入居者の発言をよく聴き、出来るだけ本
人の希望に沿った生活が出来るように心
がけている。自分の思いを表現するのが
難しい入居者に対しては、表情や体調を
みて職員間で話し合い、納得した生活を
送って頂けるように努めている。

入居者の意見を聴き、出来るだけ本人の
ペースに合った生活が出来るように対応
している。意思表示の難しい方に対して
も本人の状態や表情を読み取り、出来る
だけ希望に添えるように努めている。
「何かお手伝いをしたい」と言われた時
は「やりたい」という意欲を失わないよ
うに直ぐに対応している。

Ⅳ  その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

38

39

40 15

36 14

37
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項　　目（　　ふたばユニット　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス，水分量が一
日を通じて確保できるよう，一人ひと
りの状態や力，習慣に応じた支援をし
ている。

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう，
毎食後，一人ひとりの口腔状態や本人
の力に応じた口腔ケアをしている。

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし，
一人ひとりの力や排泄のパターン，習
慣を活かして，トイレでの排泄や排泄
の自立に向けた支援を行っている。

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し，飲
食物の工夫や運動への働きかけ等，
個々に応じた予防に取り組んでいる。

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わ
せて入浴を楽しめるように，職員の都
合で曜日や時間帯を決めてしまわず
に，個々に応じた入浴の支援をしてい
る。

一人ひとりの体調に合わせて無理強いは
せず、入浴を楽しめるよう、湯の温度な
どなるべく希望に沿うように心がけ、声
かけや必要に応じて介助を行っている。
また、季節に応じてゆず湯などもしてい
る。

　季節湯は昔懐かしい柚子湯を楽しんで
もらっている。入浴拒否の方はタイミン
グや対応する職員が変わり対応してい
る。浴槽に、しっかりと、浸かれるよう
ストッパーの椅子をホーム長が手作りし
て設置するなど、利用者に気持ちよく湯
船につかって貰いたい気持ちを大切にし
ている。

毎食後に口腔ケアの声かけを行い、困難
な方には状態に合わせて職員が介助して
いる。一人ひとりに合った歯ブラシを選
んで使用している。また、うがいが出来
ない方にはスポンジブラシを使用して口
腔ケアを行っている。義歯を外した時、
不具合がないかチエックを行っている。

排尿、排便チエックを行い、排泄パター
ンを把握し、トイレで排泄が出来るよう
に努めている。オムツ・パッドの当て方
の研修を受け、入居者一人ひとりに合っ
た、リハビリパンツ・尿取りパッドを検
討している。

　利用者個々の排泄リズム・排泄状況を
把握し、日中は可能な限りトイレでの排
泄ができるよう支援している。夜間は安
眠を重視し、利用者個々の状況に応じ
て、ベッド上での介助等、個別の支援に
努めている。排泄用品の使用や介助方法
等について検討事項があれば、申し送り
ノートで共有している。

便秘にならないように、出来るだけ水分
を多く摂る様に心がけている。野菜を多
くメニュ―に取り入れている。リハビリ
体操や夕方のレクリエーションに参加し
てもらい、身体を動かすように声を掛け
ている。毎食後トイレ誘導を必ず行って
いる。トイレの訴えやサインがみられた
ら直ぐにトイレ誘導を行っている。

毎食、食事量・水分量のチェックを行っ
ている。水分摂取の少ない入居者には、
こまめに飲んで頂く様にしている。栄養
バランスのよい食事になるように心がけ
ている。入居者の体重測定を月に1回
行っている。医師から減量の指示が出て
いる入居者に対しては、食事の盛り付け
の目安を写真に撮り分かり易くしてい
る。

43 16

45

41

17

42

44
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項　　目（　　ふたばユニット　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状
況に応じて，休息したり，安心して気
持ちよく眠れるよう支援している。

○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や
副作用，用法や用量について理解して
おり，服薬の支援と症状の変化の確認
に努めている。

○役割，楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせる
ように，一人ひとりの生活歴や力を活
かした役割，嗜好品，楽しみごと，気
分転換等の支援をしている。

○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって，
戸外に出かけられるよう支援に努めて
いる。また，普段は行けないような場
所でも，本人の希望を把握し，家族や
地域の人々と協力しながら出かけられ
るように支援している。

○お金の所持や使うことの支援

職員は，本人がお金を持つことの大切
さを理解しており，一人ひとりの希望
や力に応じて，お金を所持したり使え
るように支援している。

食器洗いや洗濯物干し、洗濯物たたみ、
おかずの盛り付け、調理の下ごしらえ、
掃除など役割を持って頂いている。季節
の行事や誕生日会等、カレンダーに書い
ており、楽しみが共有出来るよう努めて
いる。職員が新聞記事の中から入居者が
興味をもっておられる内容を伝えたり、
一緒に会話するよう心掛けている。

今年度も新型コロナウイルス感染拡大防
止の観点から入居者との買い物は中止し
ている。5月と10月に3密を避けて短時間
で出かけた。

　初詣は、近隣の大原神社へ2回に分け
て参拝した。秋は、四季を感じられる海
田総合公園へ散策するなど、コロナ禍前
の普通の日常に、取り戻しつつある。

買い物の時は、職員が代行することが多
い。

その時々の状況に応じて、ベッドで休ん
だり、フロアでも休めるようにソファを
置き、何処でも休んで頂けるようにして
いる。冬は居室に加湿器を入れて乾燥し
ない様に気をつけている。よく汗をかく
方に対しては、こまめに着替えを行った
り、寝具を薄い物に変えている。

一人ひとりの個人ケースに薬の内容や副
作用の説明書を閉じている。また、入居
者全員の薬の説明書をファイルして、書
棚に保管し、すぐに確認出来るようにし
ている。２人の職員で必ず服薬前のダブ
ルチエックを行い、誤薬がないように気
を付けている。薬の副作用などの細かい
ところの把握は出来ていない。

46

48

49 18

50

47
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項　　目（　　ふたばユニット　　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価
自己
評価

外部
評価

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をし
たり，手紙のやり取りができるように
支援をしている。

○居心地の良い共用空間づくり

共用の空間（玄関，廊下，居間，台
所，食堂，浴室，トイレ等）が，利用
者にとって不快や混乱をまねくような
刺激（音，光，色，広さ，温度など）
がないように配慮し，生活感や季節感
を採り入れて，居心地よく過ごせるよ
うな工夫をしている。

○共用空間における一人ひとりの居場所
づくり

共用空間の中で，独りになれたり，気
の合った利用者同士で思い思いに過ご
せるような居場所の工夫をしている。

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は，本人や
家族と相談しながら，使い慣れたもの
や好みのものを活かして，本人が居心
地よく過ごせるような工夫をしてい
る。

○一人ひとりの力を活かした安全な環境づ
くり

建物内部は一人ひとりの「できるこ
と」や「わかること」を活かして，安
全かつできるだけ自立した生活が送れ
るように工夫している。

家で使い慣れた生活用品や衣類、家具、
アルバム等持ち込んで頂いている。タン
スの上に家族の写真、家族からの手作り
メッセージカードや毎月入居者が参加さ
れた行事の写真カレンダーを飾ってい
る。

　居室内にはクローゼットや、エアコ
ン、カーテン、使い慣れた家具や写真や
飾り物などを本人の好みの配置で生活が
送れるようにしている。各部屋からは、
窓からの遮光が良く室内は明るく広い作
りである。

入居者一人ひとりの出来る力を把握し
て、一人で出来ることは時間がかかって
も行えるように見守りを行い、出来ない
事を毎日の声かけや対応で手助けをし、
自立した生活が過ごせるようにしてい
る。今、出来ていることを継続できるよ
うに声掛けを行っている。

本人の希望に応じ、電話で自由に話が出
来るようにしており、職員は席を外すよ
うにしている。手紙・はがきが届いた時
はご本人へ手渡している。

季節に関するものを飾り季節感を出して
いる。整理整頓に心がけ不必要なものは
置かないようにしている。トイレに小型
の暖房ヒーターを置いて入居者が寒くな
いようにしている。新型コロナウイルス
の感染予防のため換気を行っており、冬
場は寒いので、入居者には1枚多く着て
いただいている。

　リビングは、対面キッチンで広く、ト
イレは3ヶ所ある。いずれも余分な物は
置かず整然としている。壁には、季節の
花など作品や、行事などの思い出の写真
を貼っている。利用者は自宅の様な環境
で居心地よく過ごせるよう工夫をしてい
る。

ソファやテーブル、畳などの空間があり
入居者同士で話をされたり、思い思いの
場所で過ごすことができるよう、配置も
心がけている。

54 20

51

55

52 19

53
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〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

利用者は，戸外への行きたいところへ出かけている
③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

③利用者の３分の１くらいが

②数日に１回程度ある

③たまにある

④ほとんどない

④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

Ⅴ  アウトカム項目（　ふたばユニット　） ← 左記（　　）内へユニット名を記入願います

①ほぼ全ての利用者の

②利用者の３分の２くらいの

③利用者の３分の１くらいの

57 利用者と職員が，一緒にゆったりと過ごす場面がある

63

61

④ほとんど掴んでいない

①毎日ある

58 利用者は，一人ひとりのペースで暮らしている

職員は，利用者の思いや願い，暮らし方の意向を掴んでいる。56

利用者は，職員が支援することで生き生きした表情や姿がみられている

②利用者の３分の２くらいが

職員は，家族が困っていること，不安なこと，求めていることをよく聴いて
おり，信頼関係ができている

59

62
利用者は，その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により，安心して
暮らせている

60

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが
利用者は，健康管理や医療面，安全面で不安なく過ごせている

①ほぼ全ての家族と

②家族の３分の２くらいと

④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

③利用者の３分の１くらいが

②利用者の３分の２くらいが

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

④ほとんどいない

①ほぼ全ての利用者が

③家族の３分の１くらいと

④ほとんどできていない

③利用者の３分の１くらいが



〇

〇

〇

〇

○

66 職員は，活き活きと働けている

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来てい
る

65

68
職員から見て，利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思
う

67 職員から見て，利用者はサービスにおおむね満足していると思う

運営推進会議を通して，地域住民や地元の関係者とのつながりの拡がり
や深まりがあり，事業所の理解者や応援者が増えている

④ほとんどない

①大いに増えている

②少しずつ増えている

④ほとんどできていない

④ほとんどいない

①ほぼ全ての家族等が

②家族等の３分の２くらいが

③家族等の３分の１くらいが

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

③たまに

①ほぼ毎日のように

②数日に１回程度

③あまり増えていない

④全くいない

①ほぼ全ての職員が

③職員の３分の１くらいが

④ほとんどいない

②職員の３分の２くらいが



項　　目（みつばユニット　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた
事業所理念をつくり，管理者と職員
は，その理念を共有して実践につなげ
ている。

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし
続けられるよう，事業所自体が地域の
一員として日常的に交流している。

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は，実践を通じて積み上げてい
る認知症の人の理解や支援の方法を，
地域の人々に向けて活かしている。

○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では，利用者やサービス
の実際，評価への取組み状況等につい
て報告や話し合いを行い，そこでの意
見をサービス向上に活かしている。

○市町との連携

市町担当者と日頃から連絡を密に取
り，事業所の実績やケアサービスの取
組みを積極的に伝えながら，協力関係
を築くように取組んでいる。

自己
評価

外部
評価

外部評価

Ⅰ  理念に基づく運営

1 1

毎月１回の職員全体会議で、基本理念に
基づいた研修や話し合いを行い、基本理
念について職員が常に振り返る様にして
いる。茶話会で対応が難しい時は、理念
を基本にして、職員間で話し合い、毎
日、笑顔で入居者に接するように努めて
いる。名刺大の三つ折り携帯カードに理
念を書いて全職員に配りいつでも確認で
きるようにしている。

2 2

新型コロナウイルス禍で、お祭りやイベ
ントが中止になり地域の方々との交流が
出来なくなった。近所のスーパーへの買
い物も感染防止の為、出掛けていない。

3

認知症高齢者１００万人キャラバンのア
ドバイザーとして地域の方に講演し、地
域の方に認知症のことを理解してもらう
努力をしている。また、認知症や車椅子
などを理解してもらうために小学校で話
をしている。

4 3

女性会の会長やスーパの店長・お寺の住
職など地域の方を増やし、ニケ月に一
回、状況報告を行い、助言を頂きサービ
スの向上に努めている。出席しない職員
は議事録を読み内容を把握している。

5 4
入居者の困りごとを相談に行くなど協力
関係を築いている。
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項　　目（みつばユニット　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自己
評価

外部
評価

外部評価

○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密
着型サービス指定基準及び指定地域密
着型介護予防サービス指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を
正しく理解しており，玄関の施錠を含
めて身体拘束をしないケアに取り組ん
でいる。

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は，高齢者虐待防止法等
について学ぶ機会を持ち，利用者の自
宅や事業所内での虐待が見過ごされる
ことがないよう注意を払い，防止に努
めている。

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は，日常生活自立支援事
業や成年後見制度について学ぶ機会を
持ち，個々の必要性を関係者と話し合
い，それらを活用できるよう支援して
いる。

○契約に関する説明と納得

契約の締結，解約又は改定等の際は，
利用者や家族等の不安や疑問点を尋
ね，十分な説明を行い理解・納得を
図っている。

○運営に関する利用者，家族等意見の反
映

利用者や家族等が意見，要望を管理者
や職員並びに外部者へ表せる機会を設
け，それらを運営に反映させている。

6 5

全体会議で、研修を行い職員の意識統一
をしている。また、外部研修にも参加
し、日々拘束は行わないことを職員全員
が、意識してケアに取り組んでいる。少
しでも疑問に思った事は全職員で話し合
いをしている。入居者の動きを職員が言
葉や強制的な態度で止めることがないよ
うに努めている。

7

職員は、事業所内で虐待が見過ごされる
事がないよう注意を払い防止に努めてい
る。また、虐待の研修に行き全体会議
で、全職員に伝えると共にユニット会議
でも虐待について研修を行っているが、
入居者の身体に傷や青あざ見つけた時は
インシデントに記入し直ぐ上司に報告を
している。

8

管理者が勉強会に参加し成年後見制度に
ついて学び活用できるよう努めている。
実際に２名の入居者が「かけはし」を利
用している。

9

面接時、家族の不安や、疑問を聞き、契
約時には、契約内容の説明をしっかり
行っており、納得して頂いてから、契約
をしてもらっている。

10 6

重要事項にも載せているが、苦情処理の
体制ができている。コロナ禍で家族会の
集まりが出来なくなったため、アンケー
トを実施し、ご家族の意見や要望をまと
め運営に反映をさせている。
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項　　目（みつばユニット　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自己
評価

外部
評価

外部評価

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は，運営に関する職員
の意見や提案を聞く機会を設け，反映
させている。

○就業環境の整備

代表者は，管理者や職員個々の努力や
実績，勤務状況を把握し，給与水準，
労働時間，やりがいなど，各自が向上
心を持って働けるよう職場環境・条件
の整備に努めている。

○職員を育てる取組み

代表者は，管理者や職員一人ひとりの
ケアの実際と力量を把握し，法人内外
の研修を受ける機会の確保や，働きな
がらトレーニングしていくことを進め
ている。

○同業者との交流を通じた向上

代表者は，管理者や職員が同業者と交
流する機会をつくり，ネットワークづ
くりや勉強会，相互訪問等の活動を通
じて，サービスの質を向上させていく
取組みをしている。

○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で，本
人が困っていること，不安なこと，要
望等に耳を傾けながら，本人の安心を
確保するための関係づくりに努めてい
る。

11 7

平成24年度から人事考課を取り入れて代
表者や管理者は、年に３回個別に面談を
行って意見や提案を聴いている。コミュ
ニケーションチーム・安全対策・人材育
成チームで活動を行い、職員の意見が反
映される様に取り組んでいる。

12

向上心を持てる様に、ユニットの年間目
標及び、個人の目標を作成している。研
修においては会社が１万円までの補助を
行い学機会を増やしている。平成29年度
からコミュニケーションチームが中心と
なり他事業所との交流を図りやりがいを
持って働けるように努めている。

13

会社が1万円の補助を出して職員が行き
たい研修に参加出来るようにしている。
外部からの講師を招いて「面接技法」
「オムツの当て方」の研修を行った。コ
ロナ禍のためオンラインでの研修も増え
ている。

14

オンラインによる、船越地域の薬剤師や
民生委員等との交流会に参加して、テー
マに沿って意見交換会を行っている。ま
た、他事業所の職員と相互交流会を11月
に実施予定。

Ⅱ  安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15

利用前には、事前訪問もしくは、事前に
ホームに来ていただき、説明や本人の望
むこと、不安などを、お話しながら、受
けとめる努力をしている。お聞きした内
容について、入居前に職員全員で話し合
いを行い希望を取り入れたり不安がない
ように努めている。
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項　　目（みつばユニット　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自己
評価

外部
評価

外部評価

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で，家
族等が困っていること，不安なこと，
要望等に耳を傾けながら，関係づくり
に努めている。

○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で，本
人と家族等が「その時」まず必要とし
ている支援を見極め，他のサービス利
用も含めた対応に努めている。

○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は，本人を介護される一方の立場
に置かず，暮らしを共にする者同士の
関係を築いている。

○本人を共に支えあう家族との関係

職員は，家族を支援される一方の立場
に置かず，本人と家族の絆を大切にし
ながら，共に本人を支えていく関係を
築いている。

○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染み
の人や場所との関係が途切れないよ
う，支援に努めている。

16

入居前には、事前訪問、またはホームに
来ていただき、説明や家族の望むこと、
不安な事などを聞きながら、受け止める
努力をしている。相手の立場に立ち、話
を良く聞き受け止め関係を築くことに努
め、家族の体験や思いを理解しその家族
自身を支える努力をしている。ガラス越
面会時等に家族の思いを聞いている。

17
事業所として出来る限りの対応に努め必
要に応じて、他のサービス利用の調整を
行っている。

18

入居者に調理の下ごしらえ、盛り付けな
どを手伝ってもらっている。食器拭き洗
濯物たたみ、新聞折など入居者の方々が
無理なく今できることを、スタッフが声
をかけ一緒に行っている。

19

今年度も新型コロナウイルス感染拡大防
止の為、自由に面会が出来なくなった
が、短時間での面会やガラス越面会、リ
モート面会などを実施して、出来る限り
家族とのつながりを持っている。毎月の
家族あての手紙で普段の入居者様の様子
を伝えている。

20 8
新型コロナウイルス感染拡大防止の為面
会が制限されて友人や知人との面会は出
来なくなった。
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項　　目（みつばユニット　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自己
評価

外部
評価

外部評価

○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し，一人ひと
りが孤立せずに利用者同士が関わり合
い，支え合えるような支援に努めてい
る。

○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても，
これまでの関係性を大切にしながら，
必要に応じて本人・家族の経過をフォ
ローし，相談や支援に努めている。

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望，
意向の把握に努めている。困難な場合
は，本人本位に検討している。

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし
方，生活環境，これまでのサービス利
用の経過等の把握に努めている。

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方，心身状
態，有する力等の現状の把握に努めて
いる。

21

入居者同士、話ができ関わりを持てるよ
うに、食事のテーブル席の配置やソファ
の座る位置を工夫しているが、入居者が
重度化している為に入居者同士のかかわ
りが少なくなっている。

22

契約終了後も相談があればいつでも応
じ、今までの関係を断ち切らないように
している。年賀状などでつながりを継続
している。

Ⅲ  その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9

入居者の希望、意向を大切にし把握が困
難な場合は本人の視点に立って思いを汲
み取るように努めている。普段の生活の
中でご本人が話された内容（食べの好み
や趣味、ペッド、好きな歌など）をケー
スに記録してスタッフ間で共有している
いる。

24

入居前の面接時に本人の生活歴や生活環
境、これまでのサービス利用の経過など
の把握を行っている。また、入浴の際、
リラックスされた時にふと、昔の思い出
や子供のころの話をされる事があるの
で、入浴担当の職員が聴き取っている。

25

日常生活を通して、その人らしい暮らし
が出来るよう、努めている。また、お手
伝いをして頂くことで、今出来ることを
発見したり、思いがけない力を発揮され
る場面もあるので、できるだけ参加して
頂けるように、声掛けをしている。家族
が面会に来られた時に、これまでの暮ら
しについて聴くようにしている。

19 一般社団法人広島県シルバーサービス振興会



項　　目（みつばユニット　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自己
評価

外部
評価

外部評価

○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケ
アのあり方について，本人，家族，必
要な関係者と話し合い，それぞれの意
見やアイデアを反映し，現状に即した
介護計画を作成している。

○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果，気づ
きや工夫を個別記録に記入し，職員間
で情報を共有しながら実践や介護計画
の見直しに活かしている。

○一人ひとりを支えるための事業所の多機
能化

本人や家族の状況，その時々に生まれ
るニーズに対応して，既存のサービス
に捉われない，柔軟な支援やサービス
の多機能化に取り組んでいる。

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域
資源を把握し，本人が心身の力を発揮
しながら安全で豊かな暮らしを楽しむ
ことができるよう支援している。

○かかりつけ医の受診支援

受診は，本人及び家族等の希望を大切
にし，納得が得られたかかりつけ医と
事業所の関係を築きながら，適切な医
療を受けられるように支援している。

26 10

本人・家族から情報収集を行い、本人、
家族の求めているものが提供できるよう
アセスメントをし、介護計画を作成して
いる。またユニット職員での話合いを定
期的に行い、各入居者のケアのあり方、
意見、アイディア等を反映させて介護計
画を作成している。

27

7月からタブレットを使用して個別の利
用者の状態を日々記録している。また、
職員は業務前に記録を読み、情報の共有
に努め、業務に活かすよう心掛けてい
る。体調や日々の様子などを、少しでも
変化がある時には、申し送りや張り紙を
して情報の共有をしている。

28

本人や家族の要望に向かい合い、その
時々に必要な支援を出来る限り柔軟に対
応するよう取り組んでいる。入居者から
何かしらの要望があった時はきちんと話
を聞き管理者へ報告、必要ならばご家族
へ連絡をとって本人が安心されるように
素早く対応をしている

29

月１回の音楽会や法話は新型コロナウイ
ルス感染拡大防止の為中止となったま
ま。全国の介護施設に向けての無料ライ
ブ配信に申し込み「歌レク」「座ってで
きる体操」などを活用していつもと違う
刺激を受けている。

30 11

週に1回、協力医の定期的な往診があ
り、本人、家族の希望があれば馴染みの
医師による継続的な医療を受けて頂いて
いる。本人の訴えや日々の変化など情報
提供している。入居者の急変時には、夜
間であっても迅速に医師が対応をして下
さる。
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項　　目（みつばユニット　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自己
評価

外部
評価

外部評価

○看護職員との協働

介護職員は，日常の関わりの中でとら
えた情報や気づきを，職場内の看護職
員や訪問看護師等に伝えて相談し，
個々の利用者が適切な受診や看護を受
けられるように支援している。

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際，安心して治療で
きるように，また，できるだけ早期に
退院できるように，病院関係者との情
報交換や相談に努めている。又は，そ
うした場合に備えて病院関係者との関
係づくりを行っている。

○重度化や終末期に向けた方針の共有と
支援

重度化した場合や終末期のあり方につ
いて，早い段階から本人・家族等と話
し合いを行い，事業所でできることを
十分に説明しながら方針を共有し，地
域の関係者と共にチームで支援に取り
組んでいる。

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて，
全ての職員は応急手当や初期対応の訓
練を定期的に行い，実践力を身に付け
ている。

○災害対策

火災や地震，水害等の災害時に，昼夜
を問わず利用者が避難できる方法を全
職員が身につけるとともに，地域との
協力体制を築いている。

31

法人内で看護職員を確保し健康管理や医
療的な支援を行っている。入居者に変化
や異常がみられたらすぐに看護師に伝え
て、指示を受けて対応をしている。

32

入院時は、家族の了解を得た上で本人に
関する情報提供を行っている。入院中も
面会に行く等し関わりを継続し、病院関
係者とも連絡を取り、短期間での退院に
繋がるように努めている。

33 12

契約時、重度化した場合の指針を説明し
ている。重度化した場合、早い段階で本
人、家族の意向を確認しケア関係者、か
かりつけ医を交え対応方針を話し合い共
有化を図っている。フロア会議でスタッ
フも対応方針を考え日々不安に思ってい
ることや疑問点などを話し合っている。

34

緊急時の対応マニュアルがあり、いつで
も職員が目を通せるようにしている。入
社時にバイタルチエックやAEDの使い方
について指導を行っている。

35 13

年２回防火訓練を行っている。その時同
ビルの他事業所の方も参加して頂き、避
難誘導の協力を得ている。防火訓練時、
運営推進会議のメンバーの方にも参加し
て頂き、意見や災害時の協力体制につい
て話している。風水害を想定しての避難
訓練は、各ユニットことに卓上でシュミ
レーションを行った。
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項　　目（みつばユニット　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自己
評価

外部
評価

外部評価

○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの
確保

一人ひとりの人格を尊重し，誇りやプ
ライバシーを損ねない言葉かけや対応
をしている。

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表
したり，自己決定できるように働きか
けている。

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するので
はなく，一人ひとりのペースを大切に
し，その日をどのように過ごしたい
か，希望にそって支援している。

○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれが
できるように支援している。

○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう，一人
ひとりの好みや力を活かしながら，利
用者と職員が一緒に準備や食事，片付
けをしている。

38

一人ひとりの生活のリズムに配慮をしな
がら、生活歴の中で得意なこと、好きな
ことを、日々の生活の中でしてもらい、
その人らしく暮らせるよう努めているが
職員のペースになっていることがある。
出来る限り本人のしたいことや出来るこ
とをして頂くように努める。

Ⅳ  その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14

一人ひとりの誇りを尊重しプライバシー
を損ねないような言葉かけや対応を個々
に行っており、スタッフ間で声掛けを行
い、なるべく統一を図っている。乱雑な
声掛けにならないように、職員全体で声
かけを行っているが、同じことを繰り返
し言われるときつい口調になっている時
がある。

40 15

ホットプレートを活用して、入居者と職
員が一緒に調理を行っている。また、食
事前のテーブル拭きや食後には食器拭き
を行って頂いている。おやつ作りを一緒
に行っている。

37

日々の生活の中で、表情や会話の中で自
己決定やその人らしい希望や願いを、意
図的に引き出すように努めている。レク
リエーションやお手伝いなど、自己決定
が出来るような、働きかけをしている。
普段の会話の中で、願いや不安など話し
合える関係を作っている。

39

朝、服を着替える時は、出来るだけ本人
にお聞きして、服を選んでいる。近所の
理・美容院へ出かけて、個々の希望に合
わせたカット等行っている。朝の整容の
時に髪のセットに気をつけている。外出
行事やホーム内での行事がある時は帽子
やスカーフをアレンジして華やかな装い
になるようにしている。
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項　　目（みつばユニット　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自己
評価

外部
評価

外部評価

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス，水分量が一
日を通じて確保できるよう，一人ひと
りの状態や力，習慣に応じた支援をし
ている。

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう，
毎食後，一人ひとりの口腔状態や本人
の力に応じた口腔ケアをしている。

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし，
一人ひとりの力や排泄のパターン，習
慣を活かして，トイレでの排泄や排泄
の自立に向けた支援を行っている。

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し，飲
食物の工夫や運動への働きかけ等，
個々に応じた予防に取り組んでいる。

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わ
せて入浴を楽しめるように，職員の都
合で曜日や時間帯を決めてしまわず
に，個々に応じた入浴の支援をしてい
る。

42

毎食後、口腔ケアの声かけを行い困難な
場合は、ゼスチャー等を交えながら、状
況に合わせて支援している。また、ハミ
ンググット、ガーゼ等を使用し個々に
合った対応をしている。

44

便秘気味の方には自然排便が出来るよう
に水分摂取やフロア内を歩くなど運動に
も心掛けている。また、バナナ牛乳や繊
維質のものを食事にとり入れている。職
員間で良い情報を取り入れ話し合い、排
尿・排便時足台を置くなど色々工夫をし
てスムーズな排尿・排便を心がけてい
る。

41

毎食、食事量・水分量のチェックを行っ
ている。身体レベルに合わせて調理方法
を工夫し、見た目にも色彩が綺麗で食欲
がわく様な盛り付けを心がけている。水
分がすすまない方には、ゼリーなどで対
応をしている。

43 16

排便・排尿チエックを行い、一人ひとり
の排泄パターンに合わせ、可能な限りト
イレでの排泄に向けた、支援をおこなっ
ている。可能な限り、布パンツを使用し
て頂いているが、パッドの当て方などで
失敗をする事がある。

45 17

一人ひとりの体調に合わせて無理強いは
せず、入浴を楽しめるよう、湯の温度な
どなるべく希望に沿うように心がけ、声
かけや必要に応じて介助を行っている。
また、季節に応じてゆず湯などもしてい
る。
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項　　目（みつばユニット　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自己
評価

外部
評価

外部評価

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状
況に応じて，休息したり，安心して気
持ちよく眠れるよう支援している。

○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や
副作用，用法や用量について理解して
おり，服薬の支援と症状の変化の確認
に努めている。

○役割，楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせる
ように，一人ひとりの生活歴や力を活
かした役割，嗜好品，楽しみごと，気
分転換等の支援をしている。

○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって，
戸外に出かけられるよう支援に努めて
いる。また，普段は行けないような場
所でも，本人の希望を把握し，家族や
地域の人々と協力しながら出かけられ
るように支援している。

○お金の所持や使うことの支援

職員は，本人がお金を持つことの大切
さを理解しており，一人ひとりの希望
や力に応じて，お金を所持したり使え
るように支援している。

46

その時々の状況に応じて、ベッドで休ん
だり、フロアでも休めるようにソファを
置き、何処でも休んで頂けるようにして
いる。

48

日々の生活の中で個々に役割を持っても
らい、犬の世話や塗り絵、散歩や行事、
買い物等など気晴らしが出来るよう支援
している。

50
買い物の時は、職員が代行することが多
いが、出来る限りお金を支払う機会をつ
くる努力をしている。

47

一人ひとりの個人ケースに薬の内容や副
作用の説明書を閉じている。２人の職員
で必ず服薬前のダブルチエックを行い、
誤薬がないように気を付けている。ま
た、薬の拒否がある入居者に対しては職
員が交代するなどして対応している。薬
の副作用などの細かいところの把握は出
来ていない。

49 18

今年度も新型コロナウイルス感染拡大防
止の観点から入居者との買い物は中止し
ている。５月と11月に3密を避けて短時
間で出かけた。
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項　　目（みつばユニット　） 自己評価

上記項目欄の（　　）内へユニット名を記入願います 実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自己
評価

外部
評価

外部評価

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をし
たり，手紙のやり取りができるように
支援をしている。

○居心地の良い共用空間づくり

共用の空間（玄関，廊下，居間，台
所，食堂，浴室，トイレ等）が，利用
者にとって不快や混乱をまねくような
刺激（音，光，色，広さ，温度など）
がないように配慮し，生活感や季節感
を採り入れて，居心地よく過ごせるよ
うな工夫をしている。

○共用空間における一人ひとりの居場所
づくり

共用空間の中で，独りになれたり，気
の合った利用者同士で思い思いに過ご
せるような居場所の工夫をしている。

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は，本人や
家族と相談しながら，使い慣れたもの
や好みのものを活かして，本人が居心
地よく過ごせるような工夫をしてい
る。

○一人ひとりの力を活かした安全な環境づ
くり

建物内部は一人ひとりの「できるこ
と」や「わかること」を活かして，安
全かつできるだけ自立した生活が送れ
るように工夫している。

52 19

季節の花を飾ったり、季節に関するもの
を置いている。犬も飼育している。ま
た、毎月、季節感が出る貼り絵を壁に
貼っている。お手伝いができる入居者が
少なくなったが新しい壁飾りが出来ると
とても喜んで下さる。

54 20

家で使い慣れた生活用品や衣類、写真、
アルバム等持ち込んでいただき一緒にア
ルバムを見ながら昔話をしている。お花
や写真を飾ると入居者も喜んでおられ
る。担当職員が居室の整理整頓、季節毎
の衣類の入れ替えなどを行っている。

51

本人の希望に応じ、電話で自由に話が出
来るようにしており、職員は席を外すよ
うにしている。手紙・はがきが届いた時
はご本人に手渡すようにしている。

55

入居者一人ひとりの出来る力を把握し
て、一人で出来ることは時間がかかって
も行えるように見守りを行い、今、出来
ていることを継続できるようにしてい
る。職員間で意見交換を行い声掛けの統
一や介助の方法の研修や話し合いを行
い、入居者の出来ることを一つでも増や
せるように心がけている。

53
ソファやテーブル、畳などの空間があり
入居者同士で話をされたり、思い思いの
場所で過ごすことができる。
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Ⅴ  アウトカム項目（　みつばユニット） ← 左記（　　）内へユニット名を記入願います

職員は，利用者の思いや願い，暮らし方の意向を掴んでいる。

①ほぼ全ての利用者の

②利用者の３分の２くらいの

③利用者の３分の１くらいの

④ほとんど掴んでいない

57 利用者と職員が，一緒にゆったりと過ごす場面がある

①毎日ある

②数日に１回程度ある

③たまにある

④ほとんどない

58 利用者は，一人ひとりのペースで暮らしている

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

59 利用者は，職員が支援することで生き生きした表情や姿がみられている

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

60 利用者は，戸外への行きたいところへ出かけている

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

61 利用者は，健康管理や医療面，安全面で不安なく過ごせている

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

62
利用者は，その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により，安心して
暮らせている

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

63
職員は，家族が困っていること，不安なこと，求めていることをよく聴いて
おり，信頼関係ができている

①ほぼ全ての家族と

②家族の３分の２くらいと

③家族の３分の１くらいと

④ほとんどできていない



〇

〇

〇

〇

〇

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来てい
る

①ほぼ毎日のように

②数日に１回程度

③たまに

④ほとんどない

65
運営推進会議を通して，地域住民や地元の関係者とのつながりの拡がり
や深まりがあり，事業所の理解者や応援者が増えている

①大いに増えている

②少しずつ増えている

③あまり増えていない

④全くいない

66 職員は，活き活きと働けている

①ほぼ全ての職員が

②職員の３分の２くらいが

③職員の３分の１くらいが

④ほとんどいない

67 職員から見て，利用者はサービスにおおむね満足していると思う

①ほぼ全ての利用者が

②利用者の３分の２くらいが

③利用者の３分の１くらいが

④ほとんどいない

68
職員から見て，利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思
う

①ほぼ全ての家族等が

②家族等の３分の２くらいが

③家族等の３分の１くらいが

④ほとんどできていない



（様式２）

事業所名 グループホームもえぎ

作成日

【目標達成計画】

1 19

2 42

3

4

5

6

7

注１）項目番号欄には，自己評価項目の番号を記入すること。
注２）項目数が足りない場合は，行を追加すること。

新型コロナウイルス感
染防止からがご家族と
の関りが少なくなって
いる。

コロナ前に徐々に戻し
ていく。

会食を伴わない行事や
屋外での行事からご家
族と一緒に行う。

令和5年12月
20日～令和7
年3月31日

口腔ケアを行っている
が、口腔内の状態把握
が出来ていない。

誤嚥性肺炎の予防。
歯科医師や歯科衛生士
による定期的なチエッ
クを受ける。

令和5年12月
20日～令和7
年3月31日

２  目標達成計画

令和5年12月10日

優
先
順
位

項
目
番
号

現状における
問題点，課題

目標
目標達成に向けた
具体的な取組み内容

目標達成に
要する期間


